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開催日時

東京都千代田区神田美土代町7
住友不動産神田ビル内
ベルサール神田３階

開催場所

第１号議案　�取締役（監査等委員である取締役
を除く。）６名選任の件

第２号議案　�監査等委員である取締役３名選任
の件

第３号議案　�補欠の監査等委員である取締役…
１名選任の件

第４号議案　会計監査人選任の件

決議事項



◆企業理念と３つのアグリテクノロジー

行動憲章
1．私たちは、アグリテクノロジーと真心で信頼の構築を目指します。
2．私たちは、新たな課題、困難な問題に果敢にチャレンジいたします。
3．私たちは、粘り強く問題の解決に取り組みます。
4．私たちは、素早く判断し、素早く行動いたします。
5．私たちは、常に正直に、誠実に行動いたします。
6．私たちは、不当な圧力には決して屈しません。
7．私たちは、個性と互いの文化を尊重し、切磋琢磨して成長を目指します。
8．私たちは、限られた資源や地球環境を大切にいたします。

防除技術
２拠点の研究体制
（鳴門・インド）

高安全性・新規有効成分探索

施肥灌水技術
栽培技術

 水耕栽培肥料
国内シェアNo.1

バイオスティミュラント
環境・病害虫に対し作物の

免疫力を高める
生物多様性の尊重

『企業理念』
食糧増産技術(アグリテクノロジー)と真心で

世界の人々に貢献します。

ESG（環境、社会、ガバナンス）経営、SDGｓ（持続可能な開発目標）への
積極的な取り組み
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ごあいさつ

　株主の皆様には、平素より格別のご支援・ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社第10期（2019年）定時株主総会招集ご通知をお届けするに当たりまして、ご
挨拶申し上げます。

　当社グループは企業理念である「食糧増産技術（アグリテクノロジー）と真心で世
界の人々に貢献します。」の実践を通し、世界的食糧不足の問題解決に微力ながら取
り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

2020年３月
代表取締役社長　加藤　修治
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株 主 各 位 証券コード：4979
2020年３月12日

東京都千代田区神田小川町一丁目3番1号

O A T ア グ リ オ 株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長 加 藤 修 治

第10期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第10期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申

し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、後記の株主総

会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただきまして、2020年３月26日

（木曜日）午後５時20分までに到着するようご返送をお願い申し上げます。

敬　具
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記

１ 日　　時 2020年３月27日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時）

２ 場　　所 東京都千代田区神田美土代町7
住友不動産神田ビル内　ベルサール神田３階
（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

３ 目的事項 報告事項 1．第10期（2019年1月1日から2019年12月31日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結
計算書類監査結果報告の件

2．第10期（2019年1月1日から2019年12月31日まで）
計算書類報告の件

決議事項 第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の
　　　　　　件
第２号議案　監査等委員である取締役３名選任の件
第３号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
第４号議案　会計監査人選任の件

４ 議決権の行使等に
ついてのご案内 ６頁に記載の【議決権の行使についてのご案内】をご参照ください。

以　上
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◦ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。また、議事資料として本株主総会
招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

◦ 株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、修正後の事項をインターネット上の
当社ウェブサイトに掲載させていただきます。

◦ 本株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づ
き、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。な
お、本招集ご通知の提供書面は、監査報告を作成するに際し、1～7：監査等委員会が監査した書類及び、4～7：会計監査人
が監査した書類の一部であります。

　　１．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
　　２．会社の支配に関する基本方針
　　３．剰余金の配当等の決定に関する方針
　　４．連結株主資本等変動計算書
　　５．連結計算書類の連結注記表
　　６．株主資本等変動計算書
　　７．計算書類の個別注記表

当社ウェブサイト（https://www.oat-agrio.co.jp/）

5

招集ご通知



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2020/03/02 13:25:13 / 19590913_ＯＡＴアグリオ株式会社_招集通知（Ｃ）

議決権の行使についてのご案内
議決権は、以下の２つの方法により行使いただくことができます。

株主総会にご出席される場合
議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

日 時 2020年3月27日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時）
場 所 東京都千代田区神田美土代町7

住友不動産神田ビル内　ベルサール神田３階
（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

書面（郵送）で議決権を行使される場合
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限 2020年3月26日（木曜日）午後５時20分（到着分まで有効）

期末配当についてのご案内

　当期の剰余金の配当につきましては、2020年２月28日開催の取締役会において、2019年２月14日付で公表いたし
ました配当予想のとおり１株につき40円とする旨を決議させていただきました。なお、配当金の効力発生日(支払開始
日）は2020年３月13日といたします。
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株主総会参考書類
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員（９名）は、本総会終結の時をもって
任期満了となります。
　つきましては、経営体制の効率化のために、取締役構成人数を減員し、取締役６名の選任をお願いいたしたいと存じ
ます。
　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、取締役会の監督と執行のあり方、取締役候補者の選任基準等
を確認し、検討を行いました。その結果、各候補者の当事業年度における業務執行状況及び業績等を勘案し、全ての候
補者について適任であると判断しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

1
再 任

お か

岡
 

　　
ひさし

尚
（昭和36年２月11日）

62,100株

平成23年 ３ 月 大塚化学株式会社執行役員技術開発部長
平成25年 １ 月 当社取締役事業推進部部長（兼）経営企画室室長（兼）経理部管掌
平成27年 １ 月 当社取締役農薬事業部事業部長（兼）マーケティング普及部管掌
平成
平成
平成

30
30
31

年
年
年

１
10
３

月
月
月

当社取締役研究開発部部長（兼）経営企画室室長
当社取締役研究開発部部長（兼）経営企画室管掌
当社取締役研究開発部部長

令和 ２ 年 ２ 月 当社取締役研究開発部部長（兼）人事部　総務部　経理部　生産統括
部　購買調達部　経営企画室　情報企画室　知財・法務室　品質保証
室管掌（現任）

【取締役候補者とした理由】
　岡尚氏は当社の取締役として取締役会で積極的に発言し、経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など適切な役割を果た
　しています。同氏は経営全般に関する相当程度の経験・知見を有しているため、取締役会は同氏を引き続き取締役候補者に定めま
　した。
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候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

2
新 任

き た

北
ぐ ち

口
 

　
さ と

聡
し

史
（昭和39年10月16日）

5,591株

平成24年11月 当社事業推進部専任課長
平成26年10月 当社事業推進部専任課長（兼）ＯＡＴステビア株式会社代表取締役
平成27年 １ 月 当社肥料・ＢＳ事業部事業部長
平成30年 １ 月 当社役員待遇　肥料・ＢＳ事業部事業部長
平成30年 ７ 月 Asahi Chemical Europe s.r.o. Managing Director
令和 ２ 年 ２ 月 当社役員待遇　農薬事業部事業部長（兼）プロダクトマーケティング

部管掌（現任）

【取締役候補者とした理由】
　北口聡史氏はこれまでの経歴にて培った経験と見識を活かし、現在、役員待遇　農薬事業部事業部長を務めております。同氏の豊
　富な業務経験と知見を取締役として活かすことにより、当社事業のさらなる発展に資する者として適任と考え、取締役会は同氏を
　取締役候補者に定めました。

候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

3
新 任

ひ

日
だ か

高
 

　
け い

啓
（昭和40年７月18日）

4,193株

平成23年 ７ 月 当社海外推進室室長
平成23年11月 当社事業推進部経営企画室リーダー
平成
平成
平成

25
27
29

年
年
年

６
６
３

月
月
月

旭化学工業株式会社執行役員
当社栽培研究センター主任研究員
旭化学工業株式会社代表取締役社長

令和 元 年 ９ 月 当社役員待遇　肥料・ＢＳ事業部事業部長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　日高啓氏はこれまでの経歴にて培った経験と見識を活かし、現在、役員待遇　肥料・ＢＳ事業部事業部長を務めております。同氏
　の豊富な業務経験と知見を取締役として活かすことにより、当社事業のさらなる発展に資する者として適任と考え、取締役会は同
　氏を取締役候補者に定めました。

8
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候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

4
新 任

ふ じ

藤
も と

本
 

　
よ し

義
ひ ろ

博
（昭和44年２月３日）

369株

平成22年 ９ 月 当社大阪支店　四国出張所所長
平成23年11月 当社名古屋支店支店長
平成26年 ２ 月 当社名古屋支店支店長（兼）オンコルＰＭ
平成27年 １ 月 当社仙台支店支店長（兼）オンコルＰＭ
平成30年 １ 月 当社役員待遇　東京支店支店長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　藤本義博氏はこれまでの経歴にて培った経験と見識を活かし、現在、役員待遇　東京支店支店長を務めております。同氏の豊富な
　業務経験と知見を取締役として活かすことにより、当社事業のさらなる発展に資する者として適任と考え、取締役会は同氏を取締
　役候補者に定めました。

候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

5
新 任

し げ

重
う ち

内
 

　
と し

俊
ゆ き

之
（昭和46年３月５日）

1,797株

平成23年11月 当社経理・情報システム部部長
平成25年 ４ 月 当社経理部部長
平成
平成
平成

28
30
30

年
年
年

４
１
11

月
月
月

当社経理部部長（兼）経営企画室室長
当社経理部部長（兼）経営企画室長（兼）情報企画室長
当社経理部部長（兼）経営企画室長（兼）情報企画室長（兼）株式会
社インプランタイノベーションズ取締役

平成31年 ４ 月 当社役員待遇　経理部長（兼）経営企画室室長（兼）情報企画室室長
（兼）株式会社インプランタイノベーションズ取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社インプランタイノベーションズ取締役

【取締役候補者とした理由】
　重内俊之氏はこれまでの経歴にて培った経験と見識を活かし、現在、役員待遇　経理部部長（兼）経営企画室室長（兼）情報企画
　室室長を務めております。同氏の豊富な業務経験と知見を取締役として活かすことにより、当社事業のさらなる発展に資する者と
　して適任と考え、取締役会は同氏を取締役候補者に定めました。
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候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

6
新 任

お く

奥
む ら

村
 

　
わたる

亘
（昭和40年７月30日）

3,055株

平成22年 ９ 月 当社海外営業部専任課長
平成27年10月 当社海外営業欧米グループグループリーダー（兼）海外企画業務グル

ープグループリーダー
平成30年 １ 月 当社海外営業部部長（現任）

【取締役候補者とした理由】
奥村亘氏はこれまでの経歴にて培った経験と知識を活かし、現在、海外営業部部長を務めております。同氏の豊富な業務経験と
知見を取締役として活かすことにより、当社事業のさらなる発展に資する者として適任と考え、取締役会は同氏を取締役候補者
に定めました。

　（注）各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
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第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、監査等委員
である取締役３名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
　なお、小川順氏からは、京都大学の内規により本招集通知発送時点で就任の承諾を得ておりませんが、本総会当日ま
でに承諾を得る予定であります。

候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

1
再 任

き

木
む ら

村
 

　
みのる

稔
（昭和49年９月15日）

社外取締役候補者
200株

平成15年10月 監査法人 トーマツ（現有限責任監査法人 トーマツ）入所
平成19年 ５ 月 公認会計士登録
平成22年10月 中小企業診断士登録
平成24年 １ 月 木村稔会計事務所設立　代表（現任）
平成27年 １ 月 株式会社マネジメントソリューションズ社外監査役（現任）
平成27年 ６ 月 株式会社ニッコウトラベル社外取締役
平成28年 ３ 月 当社社外監査役
平成30年 ３ 月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

（重要な兼職の状況）
木村稔会計事務所代表
株式会社マネジメントソリューションズ社外監査役

　【社外取締役候補者とした理由】
木村稔氏は、公認会計士として豊富な経験と専門知識並びに高い法令遵守の精神を有しておられることや、企業経営における豊
富な経験や識見を活かし取締役会で積極的にご発言をいただいております。同氏においては経営全般に対する監査・監督を適切
に遂行いただけると判断したため、同氏を引き続き監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

11
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招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2020/03/02 13:25:13 / 19590913_ＯＡＴアグリオ株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

2
再 任

み つ

光
い

井
 

　
の ぶ

信
ゆ き

行
（昭和28年８月14日）

社外取締役候補者
－

昭和51年 ４ 月 伊藤忠商事株式会社入社
平成14年 ４ 月 伊藤忠ファインケミカル株式会社　代表取締役社長
平成19年 ６ 月 伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社　取締役副社長　大阪・名古屋

事業部長（兼）特命担当
平成28年10月 伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社　取締役副社長執行役員　大

阪・名古屋事業部、新規ビジネス推進室管掌（兼）大阪支店長
平成29年 ３ 月 当社社外取締役
平成29年 ６ 月 伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社　取締役副社長執行役員（エ

コ・ライフサイエンス事業推進室及び関西事業管掌（兼）大阪支店長）
平成
平成

30
31

年
年

３
３

月
月

当社社外取締役（監査等委員）（現任）
Blue Wave Holding B.V.　スーパーバイザリー・コミッティ　議長
（現任）

（重要な兼職の状況）
Blue Wave Holding B.V.　スーパーバイザリー・コミッティ　議長

【社外取締役候補者とした理由】
光井信行氏は、企業集団経営における豊富な経験と識見を活かし、取締役会において積極的にご発言をいただいております。
同氏においては社外取締役として経営全般に対する監査・監督を適切に遂行していただけると判断したため、同氏を引き続き監
査等委員である社外取締役候補者といたしました。

12
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候補者番号
氏名

（生年月日）
所有する当社の株式数

略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

３
新 任

お

小
が わ

川
 

　
じゅん

順
（昭和42年２月25日）

社外取締役候補者
－

平成 ６ 年 ４ 月 日本学術振興会特別研究員
平成 ７ 年10月 京都大学農学部・助手
平成 ９ 年 ４ 月 京都大学大学院農学研究科助手
平成19年 ４ 月 京都大学大学院農学研究科助教
平成20年10月 京都大学微生物科学寄附研究部門・特定教授
平成21年10月 京都大学大学院農学研究科教授（現任）
平成27年 ３ 月 当社社外取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
京都大学大学院農学研究科教授

【社外取締役候補者とした理由】
小川順氏は農学研究を専門とする大学教授としての専門的な視点と社外取締役としての独立した観点から取締役会で積極的にご
発言をいただいております。また、同氏は過去に社外役員となる以外での方法で会社経営に関与された経験はありませんが、特
に当社事業に関連の深い分野における高度な専門知識と豊富な経験を有しており、当社経営の妥当性・適性性を確保するための
役割を果たしていただけるものと判断し、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

（注）1.　各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2.　木村稔氏、光井信行氏及び小川順氏は社外取締役候補者です。
3.　木村稔氏、光井信行氏及び小川順氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、本定

時株主総会終結の時をもって木村稔氏が２年、光井信行氏が３年、小川順氏が５年となります。
4.　当社は、木村稔氏、光井信行氏及び小川順氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第425条第１項に定

める最低責任限度額を限度として同法第423条第１項の損害賠償責任を限定できる契約を締結しております。各氏の
選任が承認された場合は、当社は各氏と当該契約を締結する予定であります。

5.　当社は、木村稔氏及び小川順氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届けております。両氏の選任が承認さ
れた場合は、当社は両氏を引き続き独立役員とする予定であります。

13
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第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

　法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の監査等委員である取締役１名の選
任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

氏名
（生年月日）

所有する当社の株式数
略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況

あ ら

新
い

井
 

　
お と

乙
へ い

平
（昭和19年６月24日）

4,000株
新 任

平成 ７ 年 ６ 月 株式会社富士銀行取締役本店営業第三部長
平成10年 ５ 月 富士信託銀行株式会社常務取締役
平成11年 ４ 月 第一勧業富士信託銀行株式会社常務取締役
平成12年10月 みずほ信託銀行株式会社常務取締役
平成15年 ６ 月 ワールドコンピューターセンター株式会社代表取締役社長
平成19年 ２ 月 株式会社インテリジェントウェイブ顧問
平成19年 ９ 月 株式会社インテリジェントウェイブ取締役専務執行役員
平成22年12月 当社社外監査役
平成26年 ３ 月 当社常勤社外監査役
平成30年 ３ 月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

【補欠の社外取締役候補者とした理由】
　新井乙平氏は、当社の分離独立後当社の監査役として経営に参画し、当社内部システムの確立に監査役として多大な貢献をしてお
　ります。同氏は豊富な経営経験及び実務経験に基づく高い見識を元に当社経営の妥当性・適正性を確保するための役割を果たして
　いただけるものと判断し、補欠の監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

（注）1.　候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
　　　2.　新井乙平氏は、社外取締役候補者です。
　　　3.　新井乙平氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時を
　　　　　もって２年となります。

4.　当社は、新井乙平氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限
度として同法423条第１項の損害賠償責任を限定できる契約を締結しております。同氏が社外取締役に就任された場
合は、当社は同氏と当該契約を締結する予定であります。

14
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第４号議案 会計監査人選任の件

　当社の会計監査人である有限責任監査法人　トーマツは、本総会終結の時をもって任期満了により退任されますの
で、新たに会計監査人の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の決定に基づいております。
　また、監査等委員会が有限責任　あずさ監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、グローバルでの監査体制、独
立性、専門性、効率性等を総合的に勘案した結果、会計監査が適正に行える体制を備えていることに加えて新たな視点
での監査が期待できることにより、当社のガバナンス強化に寄与すると判断したためであります。
　会計監査人候補者は、次のとおりであります。

（令和元年12月31日現在）
名 称 有限責任　あずさ監査法人
事 務 所 東京都新宿区津久戸町１番２号
沿 革 昭和44年 ７ 月 監査法人朝日会計社設立

昭和60年 ７ 月 監査法人朝日会計社と新和監査法人が合併し、監査法人朝日新和会計社を設立
平成 ５ 年10月 監査法人朝日新和会計社と井上斎藤英和監査法人が合併し、朝日監査法人発足
平成15年 ２ 月 KPMGジャパンの監査部門が、あずさ監査法人を設立
平成16年 １ 月 朝日監査法人とあずさ監査法人が合併し、法人名をあずさ監査法人として発足
平成22年 ７ 月 有限責任監査法人に移行し、法人名を「有限責任　あずさ監査法人」に変更

概 要 資本金 3,000百万円
構成人員 公認会計士 3,225名

会計士試験合格者等 960名
監査補助職員 1,086名
その他の職員 746名
合計 6,017名

（注）候補者は、過去２年間に、当社及び当社の子会社より、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）であ
るアドバイザリー業務に対する報酬等を受けております。

以　上
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提供書面

事業報告（2019年1月1日から2019年12月31日まで）

1 企業集団の現況
(1）当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、輸出がアジア向けを中心に弱含みで推移したものの、国内においては雇
用・所得環境の改善や、企業収益が引き続き好調に推移したことで、景気の緩やかな回復基調が継続いたしました。
懸念された消費増税の個人消費への影響も、良好な雇用環境や所得の伸びを背景に緩やかに回復に向かっておりま
す。
　しかし一方で世界経済におきましては、米中の貿易摩擦の影響や英国のＥＵ離脱問題の影響など、依然として先
行き不透明な状況も存在しております。
　国内の農業環境におきましては、特に東日本を中心に台風や記録的な豪雨等の気象災害が相次ぎ、農作物への甚
大な被害が発生しました。また世界的には豚コレラや鳥インフルエンザの発生など、自然環境の厳しさを実感させ
られた一年でした。
　このような状況下、当社グループでは市場が求める安心、安全な製品を供給するための販売体制の強化や生産体
制の効率化、積極的かつ持続的な研究開発投資などを図ってまいりました。また自然環境や社会問題などの解決を
目的に2015年に国連が採択した「持続可能な開発目標（SDGs）」をめぐり、当社グループにおきましても社会的
責任として取り組んでいくべきものとして考え、関係各部署を中心に実行してまいりました。
　以上の事業活動の結果、当連結会計年度の売上高は219億９百万円（前連結会計年度比66億31百万円増加、同
43.4％増）、営業利益10億77百万円（前連結会計年度比６億66百万円減少、同38.2％減）、経常利益８億37百万
円（前連結会計年度比９億１百万円減少、同51.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益４百万円（前連結会計
年度比12億57百万円減少、同99.6％減）となりました。
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第9期
（2018年12月期）

第10期
（2019年12月期） 前連結会計年度比

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 増減率

売上高 15,278 21,909 6,631 43.4％増

営業利益 1,743 1,077 △666 38.2％減

経常利益 1,739 837 △901 51.8％減

親会社株主に帰属する当期純利益 1,261 4 △1,257 99.6％減

　当社グループはアグリテクノ事業の単一セグメントでありますが、各分野の状況は次のとおりであります。
　農薬分野では、国内においては、殺ダニ剤「アカリタッチ乳剤」、「サフオイル乳剤」などが積極的な営業活動
の結果、昨年と比較して好調に推移しましたが、殺虫剤「オンコル」、「ハチハチ乳剤」や殺ダニ剤「ダニサラバ」
の出荷が昨年比で減少しました。一方海外においては、殺菌剤「フルチアニル」、殺虫剤「オンコル」、除草剤「ベ
ンゾフェナップ」の販売が好調に推移し拡大することができましたが、殺菌剤「カリグリーン」の出荷は昨年比で
減少しました。これらの結果、農薬分野の売上高は103億51百万円（前連結会計年度比３百万円増加、同0.0％増）
となりました。
　肥料・バイオスティミュラント（注）分野では、国内においては、昨年好調だった養液土耕栽培システム用の肥
料の出荷が引き続き増加したほか、主力製品である「ハウス肥料」や「ＯＫ－Ｆシリーズ」などの既存製品が堅調
に推移しました。また2018年に買収したスペインのLIDA Plant Research S.L.社、CAPA Ecosystems S.L.U.社、
オランダのクリザール社（Blue Wave Holding B.V.）の売上高が寄与した結果、肥料・バイオスティミュラント分
野の売上高は115億58百万円（前連結会計年度比66億27百万円増加、同134.4％増）となりました。
（注）バイオスティミュラント：植物が本来持つ能力や機能を高め、耐寒性、耐暑性、病害虫耐性及び成長促進を促す物質や技術の総称

一方、クリザール社（Blue Wave Holding B.V.）買収にともなう取得原価の再配分を進めた結果、商品及び製品
が前連結会計年度における簿価を４億93百万円上回ることになり、同額を売上原価に計上したことなどにより、営
業利益は10億77百万円（前連結会計年度比６億66百万円減少、同38.2％減）となりました。

またOATアグリフロンティア株式会社の解散に伴う固定資産の減損及び評価損等を特別損失として１億56百万
円計上したこと、LIDA Plant Research, S.L.の製品による薬害が発生し、賠償金を特別損失として１億34百万円計
上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は４百万円（前連結会計年度比12億57百万円減少、同
99.6％減）となりました。なお薬害につきましては、原因の特定がなされておりますので、今後の再発防止に努め
てまいります。
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② 研究開発の状況
　世界の農業をとりまく環境につきましては、今後も世界的な人口増加を背景に、農産物需要がますます世界中で
増大することが予測されております。生態系への影響を最小限にするためにも、限られた耕作地を有効活用し、農
業の生産性を上げるための農業生産資材や栽培技術の開発が非常に重要です。
　当社グループでは、インドの子会社OAT&IIL India Laboratories Private Limited社と連携し新規農薬の探索及
び創薬に取り組んでおります。また徳島県鳴門市にある研究所において、農薬製品、肥料製品、バイオスティミュ
ラント製品に関して多方面から「新たな食糧増産技術」の研究及び製品開発に取り組んでおります。
　当連結会計年度における研究開発の主なものは、以下のとおりであります。
　農薬製品の海外販路及び売上高の拡大を目的に、農薬登録国の拡大や適用拡大を進めるとともに、国内において
も市場動向やニーズに基づいた製品開発を引き続き進めてまいりました。肥料製品につきましても、国内と海外を
通じて新規製品登録を進めてまいりました。バイオスティミュラント分野につきましては、新たな販路を拡大する
ために登録国の拡大や適用拡大を進めてまいりました。
　また、ICT（情報通信技術）やロボット、AI（人工知能）を活用した農業、いわゆる「スマート農業」についても
当社栽培研究センターを中心に農薬分野、肥料分野、バイオスティミュラント分野を横断して研究を行っておりま
す。

③ 設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は３億86百万円であります。主な内
容としては、研究開発の実験設備などです。
　なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

④ 資金調達の状況
　2018年12月に調達のブリッジローン返済資金への充当、並びに中長期的な事業規模拡大に伴う運転資金の増加
に備えて、2019年6月に金融機関より長期借入金として70億円の資金調達を行いました。

⑤ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑥ 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑦ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑧ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。
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(2）直前3事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の財産及び損益の状況

12,938 14,118 15,278

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

21,909

第10期
（2019年12月期）

売上高 （単位：百万円）

1,572
1,890

1,738

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

837

第10期
（2019年12月期）

経常利益 （単位：百万円）

942

1,298 1,261

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

4
第10期

（2019年12月期）

親会社株主に帰属する当期純利益（単位：百万円）

11,547 12,094

6,3334,785

30,684

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

29,724

6,807

第10期
（2019年12月期）

7,532

総資産/純資産 （単位：百万円）
■ 総資産
■ 純資産

183.24

260.05
233.13

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

0.87
第10期

（2019年12月期）

1株当たり当期純利益 （単位：円）

883.44
1,092.73

1,247.26

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

1,124.13

第10期
（2019年12月期）

1株当たり純資産 （単位：円）

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

第10期
（当連結会計年度）
（2019年12月期）

売上高 (百万円) 12,938 14,118 15,278 21,909
経常利益 (百万円) 1,572 1,890 1,738 837
親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 942 1,298 1,261 4
1株当たり当期純利益 (円) 183.24 260.05 233.13 0.87
総資産 (百万円) 11,547 12,094 30,684 29,724
純資産 (百万円) 4,785 6,333 7,532 6,807
1株当たり純資産額 (円) 883.44 1,092.73 1,247.26 1,124.13

（注）当連結会計年度において、2018年７月５日に行われたLIDA Plant Research, S.L.及び2018年12月19日に行われたBlue Wave Holding B.V.との企業結合にかかる暫定
的な会計処理の確定を行ったため、第９期（2018年12月期）の経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益、1株当たり当期純利益、総資産、純資産及び1株当たり純
資産額については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された金額となっています。
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②　当社の財産及び損益の状況

12,715 13,646 13,806

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

13,501

第10期
（2019年12月期）

売上高 （単位：百万円）

1,632
1,859 1,724

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

1,256

第10期
（2019年12月期）

経常利益 （単位：百万円）

1,030

1,370

955

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

565

第10期
（2019年12月期）

当期純利益 （単位：百万円）

11,017

4,484

11,505

6,055

23,195

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

23,477

7,157

第10期
（2019年12月期）

6,746

総資産/純資産 （単位：百万円）
■ 総資産
■ 純資産

200.31

274.36

176.47

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

104.48

第10期
（2019年12月期）

1株当たり当期純利益 （単位：円）

908.62
1,118.88

1,246.50

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

1,322.45

第10期
（2019年12月期）

1株当たり純資産 （単位：円）

第7期
（2016年12月期）

第8期
（2017年12月期）

第9期
（2018年12月期）

第10期
（当事業年度）

（2019年12月期）
売上高 (百万円) 12,715 13,646 13,806 13,501
経常利益 (百万円) 1,632 1,859 1,724 1,256
当期純利益 (百万円) 1,030 1,370 955 565
1株当たり当期純利益 (円) 200.31 274.36 176.47 104.48
総資産 (百万円) 11,017 11,505 23,195 23,477
純資産 (百万円) 4,484 6,055 6,746 7,157
1株当たり純資産額 (円) 908.62 1,118.88 1,246.50 1,322.45
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(3）重要な子会社の状況
会社名 資本金 持株比率 主要な事業内容

旭化学工業株式会社 35百万円 100％ 農薬、家庭園芸用肥料及び肥料の製造並びに
販売・輸出入

Asahi Chemical Europe s.r.o. 1百万円
(200千CZK) ※100％ バイオスティミュラント製品の販売

OAT＆IIL India Laboratories Private Limited 791百万円
(397百万INR) 80％ 新規農薬の研究開発及びバイオスティミュラ

ント製品の製造・販売

PT.OAT MITOKU AGRIO 368百万円
(42,195百万IDR) 60％ バイオスティミュラント製品の製造・販売

潤禾（舟山）植物科技有限公司 349百万円
(22百万人民元) 60％ 肥料及び農産物栽培システムの製造・販売

OATアグリフロンティア株式会社　（注）1 300百万円 100％ 農薬、肥料等農産物生産用資材の製造・販売
輸出入

LIDA Plant Research, S.L. 769千円
(6千EUR) 75％ 肥料及びバイオスティミュラント製品の

製造・販売

CAPA ECOSYSTEMS, S.L.U. 384千円
(3千EUR) 76％ 肥料及びバイオスティミュラント製品の

製造・販売

ENSOFO LA GRANJA S.L. 508千円
(4千EUR) ※75% 電力の販売

株式会社インプランタイノベーションズ 187百万円 94％ 植物の受託研究及びコンサルティング

Blue Wave Holding B.V. 1百万円
(9千EUR) 100％ 持株会社

Global Floral Technology Group B.V. 5百万円
(43千EUR) ※100％ 持株会社

Enhold. B.V. 14百万円
(114千EUR) ※100％ 持株会社

Chrysal International B.V. 5百万円
(45千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Enhold Vastgoed B.V. 2百万円
(18千EUR) ※100％ 不動産の賃貸

Florissant B.V. 2百万円
(18千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Hortipack Holland B.V. 3百万円
(24千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Deco Colors Holland B.V. 302千円
(2千EUR) ※95％ 花卉資材の製造・販売
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会社名 資本金 持株比率 主要な事業内容

Chrysal Japan Ltd. 30百万円
(238千EUR) ※67％ 花卉資材の製造・販売

Chrysal S.A.R.L. 16百万円
(128千EUR) ※100％ 花卉資材の販売

Chrysal USA Inc. 5百万円
(43千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Chrysal UK Ltd. 14千円
(0千EUR) ※100％ 花卉資材の販売

Chrysal S.A. 57百万円
(444千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Chrysal Africa Ltd. 11百万円
(85千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Chrysal Nordic AB 11百万円
(85千EUR) ※100％ 花卉資材の販売

Everflor Ecuador S.A. 25百万円
(198千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

KP Holding N.V. 1百万円
(10千EUR) ※100％ 持株会社

Kapack Manufacturing B.V. 2百万円
(18千EUR) ※100％ 花卉資材の製造・販売

Luna Holding B.V. 129円
(1EUR) ※100％ 持株会社

エイチニュー株式会社　（注）2 20百万円 75％ 野菜類及び食品加工品の製造・販売

（注）　1.当社は、2019年12月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるOATアグリフロンティア株式会社を解
散及び清算することを決議しており、現在同社は清算手続中であります。

2.当社は、2019年12月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるエイチニュー株式会社を解散及び清算す
ることを決議しており、現在同社は清算手続中であります。

3.資本金額は記載未満単位を切り捨てて表示しています。
4.※印は連結子会社による所有を含む間接比率で表示しています。
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(4）対処すべき課題
　当社グループは、農業分野に事業展開をすすめておりますが、その概要として国内販売におきましては、農業生産額
の減少などにともない市場は縮小傾向にあり、事業環境としてはやや厳しい状況が続くものと考えられます。また、海
外販売におきましては、食料の安定供給や作物生産技術の高度化や高品質化など、中長期的には拡大傾向で推移するも
のと予想しております。
　このような状況下において、当社グループの持つ技術や製品の機能を広く提案し、積極的な展開を行うことにより持
続的な企業価値の向上を図ってまいります。またESG（環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス
（Governance））の観点も取り入れ経営に取り組んでまいります。
　現時点において当社グループが認識しております対処すべき課題につきましては以下のとおりです。
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①国内販売体制の再構築
　国内市場は縮小傾向にある一方で、大規模農業生産法人の増加などもあり、生産者の製品機能に対するニーズの多様
化、また作物の栽培技術もＡＩの活用など大きく変化しようとしております。このような顧客ニーズの変化をビジネス
チャンスとしてとらえ、販売にストレートに結び付ける生産者重視の営業体制を構築してまいります。

②海外市場への取り組み
　海外の関連会社の６社は、中国、インドネシア、インド、スペイン、オランダ、チェコを本社拠点にそれぞれ独自の
製品と販売網を持ち営業活動しております。当社が中心となりこれら各社と連携し、地域ごとにグループ各社製品の最
大化を目的とした活動を積極的にすすめ収益の向上を目指します。

③グリーン農薬及びバイオスティミュラントの需要喚起
　当社では多様な生産者のニーズに応えるため、独自に『グリーン農薬』と位置付けする食用油や食品添加物などを有
効成分とした農薬「サフオイル」や「カリグリーン」「アカリタッチ」や、バイオスティミュラント製品を国内外に営
業展開しております。近年このような機能を備えた製品に対する需要は増加傾向にあるととらえており、また一定の地
位を築きつつあります。
　更に国内外において積極的な販売活動を通じた認知度の向上、また新製品の投入による製品群の充実など、需要の喚
起、市場の拡大を図ってまいります。

④研究開発費の増大
　新規農薬製品の開発費用及び国内外の農薬登録評価制度に対応した登録維持費用の増大を見込んでおります。これ
らは、当面の営業利益に対する影響は小さくありませんが、将来的な当社の発展には欠かせないものであります。コス
ト意識を持って確実に取り組むことと、競争力を維持することを課題として取り組んでまいります。
　また、インドのOAT&IIL India Laboratories Private Limited社との連携した研究により早期の製品開発を目指し
ます。

⑤生産性の向上
　製造部門にとどまらず各部門において、コスト意識の向上や付加価値の高い業務へのシフトなど生産性の向上をすす
めてまいります。

⑥財務体質の強化
　グループ全体の資産及び負債を総合的に見直すと同時に、為替変動の影響や不要なコストを抑えるなどキャッシュフ
ローをベースとした財務体質の強化に努め、新規事業及び研究開発への投資や、株主の皆様への配当金等の還元策への
備えを図ります。
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(5）主要な事業内容（2019年12月31日現在）

　当社グループは、特徴的な農薬製品や肥料製品及び独創的な栽培技術を持ち、生産者や一般消費者に対し多様な支援
を行い、そこで得られた現場のニーズをフィードバックし研究開発に活用しております。当社グループはアグリテクノ
事業の単一セグメントではありますが、次の３つの技術ごとに製品の製造・販売及びこれらに関連する業務を行ってお
ります。

事業の種類 事業内容（主力製品）
防除技術 農薬製品の提供（殺虫剤、殺菌剤、除草剤等）

施肥灌水技術 肥料製品、養液土耕栽培システムの提供

バイオスティミュラント 植物成長調整剤の提供

(6）主要な営業所及び工場（2019年12月31日現在）

① 当社
名称 所在地 名称 所在地

本社 東京都千代田区 九州支店 熊本県熊本市東区
札幌営業所 北海道札幌市中央区 研究開発部 徳島県鳴門市
仙台支店 宮城県仙台市青葉区 鳴門工場 徳島県鳴門市
東京支店 東京都千代田区 栽培研究センター 徳島県鳴門市
名古屋支店 愛知県名古屋市中区 栽培研究センター（茨城農場） 茨城県東茨城郡茨城町
大阪支店 大阪府大阪市中央区
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② 子会社等
名称 所在地

旭化学工業株式会社 奈良県生駒郡斑鳩町
株式会社養液土耕栽培研究所 茨城県石岡市
OATアグリフロンティア株式会社　(注)1 茨城県稲敷郡阿見町
株式会社インプランタイノベーションズ 横浜市鶴見区
エイチニュー株式会社　(注)2 徳島県鳴門市
潤禾（舟山）植物科技有限公司 中国
OAT＆IIL India Laboratories Private Limited インド共和国
PT.OAT MITOKU AGRIO インドネシア共和国
Asahi Chemical Europe s.r.o. チェコ共和国
OAT Pakistan Private Limited パキスタン・イスラム共和国
LIDA Plant Research, S.L. スペイン王国
CAPA ECOSYSTEMS, S.L.U. スペイン王国
ENSOFO LA GRANJA S.L. スペイン王国
Blue Wave Holding B.V. オランダ王国
Global Floral Technology Group B.V. オランダ王国
Enhold. B.V. オランダ王国
Enhold Vastgoed B.V. オランダ王国
Florissant B.V. オランダ王国
Chrysal International B.V. オランダ王国
Hortipack Holland B.V. オランダ王国

（注）1.当社は、2019年12月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるOATアグリフロンティア株式会社を解散及
び清算することを決議しており、現在同社は清算手続中であります。

2.当社は、2019年12月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるエイチニュー株式会社を解散及び清算する
ことを決議しており、現在同社は清算手続中であります。
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名称 所在地
Deco Colors Holland B.V. オランダ王国
Chrysal Japan Ltd. 大阪府富田林市
Chrysal S.A.R.L. フランス共和国
Chrysal USA Inc. アメリカ合衆国
Chrysal UK Ltd. 英国
Chrysal S.A. コロンビア共和国
Chrysal Africa Ltd. ケニア共和国
Chrysal Nordic AB スウェーデン王国
Everflor Ecuador S.A. エクアドル共和国
KP Holding N.V. オランダ王国キュラソー島
Kapack Manufacturing B.V. オランダ王国
Luna Holding B.V. オランダ王国
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(7）使用人の状況（2019年12月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況
事業区分 使用人数 前連結会計年度末比増減

アグリテクノ事業 556（112）名 15名増（9名減）
（注）1.当社グループはアグリテクノ事業単一セグメントであるためセグメント別の記載はしておりません。

2.使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイ
マー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、最近1年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使用人数 前期末比増減

147名（67名） 増減なし（1名増）
（注）使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイマ

ー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、最近1年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(8）主要な借入先の状況（2019年12月31日現在）

借入先 借入額
株式会社りそな銀行 6,600百万円

株式会社みずほ銀行 1,600百万円

農林中央金庫 1,500百万円

株式会社阿波銀行 1,416百万円

株式会社第四銀行 900百万円

株式会社日本政策投資銀行 500百万円

株式会社三井住友銀行 450百万円

ABN AMRO BANK N.V. 2,851百万円

(9）その他企業集団の現況
　該当事項はありません。
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2 会社の現況
(1）株式の状況（2019年12月31日現在）

① 発行可能株式総数 18,000,000株

② 発行済株式の総数 5,536,000株

③ 株主数 3,884名

④ 大株主

その他の法人
29.9％

個人・その他
34.8％

外国法人等
7.0％

金融商品取引業者
2.9％

金融機関
25.4％

所有者別の株式保有比率

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 370,200 6.84

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 301,300 5.57

伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社 269,500 4.98

大塚化学株式会社 258,000 4.77

ＯＡＴアグリオ社員持株会 239,500 4.43

株式会社りそな銀行 232,000 4.29

丸善薬品産業株式会社 232,000 4.29

株式会社グローカルジャパン 232,000 4.29

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 168,500 3.11

KBL EPB S.A. 107704 161,800 2.99
（注）1.当社は、自己株式を123,954株所有しております。

2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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(2）会社の新株予約権等に関する事項
① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
　該当事項はありません。

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

③ その他新株予約権等に関する重要な事項
　該当事項はありません。

(3）会社役員の状況
① 取締役の状況（2019年12月31日現在）

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 加 藤 修 治

専務取締役 岡　本　眞喜男 （海外営業部管掌）
旭化学工業株式会社　取締役会長

常務取締役 木 部 隆 一

常務取締役 森 川 　 一 農薬事業部　事業部長（プロダクトマーケティング部管掌）

取締役 岡 尚 研究開発部　部長

取締役 一 野 展 久

取締役 松 本 健 次
（人事部・総務部・経理部・経営企画室・情報企画室・品質保証室・
知財・法務室・生産統括部・購買調達部管掌）

取締役 森 　 明 平
取締役（注1）（注3） 小 川 　 順 京都大学大学院農学研究科　教授
取締役（注2）（注3）
（監査等委員）

新 井 乙 平

取締役（注2）
（監査等委員）

光 井 信 行 Blue Wave Holding B.V.　スーパーバイザリー・コミッティ　議長

取締役（注2）（注3）
（注4）（監査等委員）

木 村 　 稔 木村稔会計事務所　代表
株式会社マネジメントソリューションズ　社外監査役

（注）1．取締役小川順氏は社外取締役であります。
2．取締役（監査等委員）新井乙平氏、光井信行氏、木村稔氏は社外取締役であります。
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3．当社は、小川順氏、新井乙平氏、木村稔氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
4．取締役（監査等委員）木村稔氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知識を有しております。
5．当社は、監査等委員会の職務を補助するものとして、内部監査室を設置しており、同室が内部監査対応の事務局として担当することで監

査等委員会の機能を支援することが十分可能であると判断されるため、常勤の監査等委員を置いておりません。
監査等委員会が選定監査等委員を１名選任し、内部監査室が選定監査等委員と連携して監査活動を行い、監査の実効性が確保されるよう
にしております。

② 責任限定契約の内容の概要
　当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結す
ることができる旨を定款に定めております。
　当社は社外取締役小川順氏及び各監査等委員との間で当該契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任
の限度額は、その職務につき善意で重大な過失がないときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額とし
ております。

③ 取締役の報酬等
　当事業年度に係る報酬等の総額

区分 員数 報酬等の額
取締役（監査等委員を除く）

（うち社外取締役）
9名
(1名)

154百万円
(3百万円)

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

3名
(3名)

39百万円
(39百万円)

合　計
（うち社外取締役）

12名
(4名)

194百万円
(43百万円)

（注）1．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2018年３月20日開催の第８期定時株主総会において、年額300百万円以内（ただし使

用人分給与を含まない。）と決議いただいております。
3．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2018年３月20日開催の第８期定時株主総会において、年額50百万円以内と決議いただいてお

ります。
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④ 社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　取締役小川順氏は、京都大学大学院農学研究科の教授であります。同氏と当社との間に特別な利害関係はござい
ません。同氏を独立役員として届け出ています。
　取締役（監査等委員）新井乙平氏の兼職はありません。同氏は当社取引先、みずほ・フィナンシャル・グループ
の前身である富士銀行及びみずほ信託銀行の役員でしたが退任後10余年が経過したため、独立役員として届け出
ています。
　取締役（監査等委員）光井信行氏は、2019年３月から当社オランダの子会社 Blue Wave Holding B.V.のスー
パーバイザリー・コミッティの議長に就任しております。スーパーバイザリー・コミッティはわが国の監査等委員
会類似の組織であり、業務執行は行いません。なお同氏は当社重要取引先の伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社
の副社長を務めていましたので、独立役員として届け出ていません。
　取締役（監査等委員）木村稔氏は、木村稔会計事務所の所長ですが、当社と同事務所の間に業務上の重要な関係
はありません。さらに同氏は株式会社マネジメントソリューションズの社外監査役でありますが、当社との間に特
別な利害関係はございません。同氏も独立役員として届け出ています。

ロ．当事業年度における活動状況
　取締役小川順氏は当事業年度に開催された取締役会15回中13回に出席し、必要に応じ、農学研究の専門家とし
ての立場から適切な発言を行っております。
　取締役（監査等委員）新井乙平氏は当事業年度に開催された取締役会15回中15回に出席し、必要に応じ、妥当
性・適正性を確保するための発言を行っております。また、当事業年度において開催された監査等委員会13回の
うち13回に出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議を行っております。
　取締役（監査等委員）光井信行氏は当事業年度に開催された取締役会15回中13回に出席し、必要に応じ、企業
集団経営における高い識見をもって適切な発言を行っております。また、当事業年度において開催された監査等委
員会13回のうち11回に出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議を行っております。
　取締役（監査等委員）木村稔氏は当事業年度に開催された取締役会15回中15回に出席し、必要に応じ、妥当
性・適正性を確保するための発言を行っております。また、当事業年度において開催された監査等委員会13回の
うち13回に出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議を行っております。

（注）上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第25条の規定に基づき、取締役会決議が
あったものとみなす書面決議が５回ありました。
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(4）会計監査人の状況
① 名称　　　有限責任監査法人トーマツ

② 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支払額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 49百万円

当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 49百万円
（注）1.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら

ず、実質的にも区分できませんので、当該事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。
2.監査等委員会は取締役会、社内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入手や報告の聴取を通じて、会計監査人の監査計画の内容、報

酬見積の算定根拠等を、従前の事業年度における業務執行状況等に照らし検討した結果、当期の会計監査人の報酬等の額につき、会社法第
399条第1項の同意を行っております。

3.当社の重要な子会社のうちOAT&IIL India Laboratories Private Limited、PT.OAT MITOKU AGRIO、Asahi Chemical Europe s.r.o.、
潤禾（舟山）植物科技有限公司、LIDA Plant Research, S.L.、Blue Wave Holding B.V.は、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査
法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む。）の監査を受けております。

③ 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査等委員会は日本監査役協会の｢会計監査人の選定基準に関する監査役等の実務指針｣(2015年11月10日)に準
拠し、2018年３月20日に監査等委員会で改訂した「会計監査人の評価及び選定基準」に従い会計監査人の業務を
評価しその解任又は不再任の決定を行っております。
　監査等委員会は、上記の基準に基づき、会計監査人の職務の遂行に支障がある場合等必要があると判断した場合
は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、監査等委員会は監
査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を事業年度中であっても解任いたします。この場合、監査等委員会が選
定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いた
します。

⑤ 責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

（注）本事業報告中の記載金額等は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類

連結貸借対照表 （単位：百万円）

科目 第10期
2019年12月31日現在

資産の部
流動資産 14,436

現金及び預金 3,414
受取手形及び売掛金 5,084
商品及び製品 3,041
仕掛品 490
原材料及び貯蔵品 1,647
その他 784
貸倒引当金 △26

固定資産 15,288
有形固定資産 4,047

建物及び構築物 1,380
機械装置及び運搬具 773
土地 1,128
建設仮勘定 11
その他 753

無形固定資産 10,144
のれん 6,848
ソフトウエア 101
顧客関係資産 2,878
その他 316

投資その他の資産 1,095
投資有価証券 586
関係会社株式 30
繰延税金資産 157
その他 321

資産合計 29,724

科目 第10期
2019年12月31日現在

負債の部
流動負債 11,899

支払手形及び買掛金 2,418
短期借入金 6,991
未払金 645
未払法人税等 297
賞与引当金 30
売上割戻引当金 38
返品調整引当金 17
損害賠償引当金 137
その他 1,321

固定負債 11,017
長期借入金 9,150
長期預り金 210
退職給付に係る負債 244
繰延税金負債 942
その他 470

負債合計 22,917
純資産の部
株主資本 6,769

資本金 461
資本剰余金 2,410
利益剰余金 4,059
自己株式 △162

その他の包括利益累計額 △685
その他有価証券評価差額金 6
為替換算調整勘定 △671
退職給付に係る調整累計額 △19

非支配株主持分 724
純資産合計 6,807
負債純資産合計 29,724
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連結損益計算書 （単位：百万円）

科目
第10期

2019年 1 月 1 日から
2019年12月31日まで

売上高 21,909
売上原価 12,520

売上総利益 9,389
販売費及び一般管理費 8,312

営業利益 1,077
営業外収益 114

受取利息 17
受取配当金 10
受取技術料 42
保険解約返戻金 16
その他 27

営業外費用 353
支払利息 234
為替差損 22
支払手数料 76
持分法による投資損失 13
その他 6
経常利益 837

特別利益 4
固定資産売却益 4

特別損失 367
損害賠償引当金繰入額 137
たな卸資産評価損 77
減損損失 114
その他 38

税金等調整前当期純利益 475
法人税、住民税及び事業税 666
過年度法人税等 65
法人税等調整額 △273
当期純利益 16
非支配株主に帰属する当期純利益 11
親会社株主に帰属する当期純利益 4
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計算書類

貸借対照表 （単位：百万円）

科目 第10期
2019年12月31日現在

資産の部
流動資産 9,747

現金及び預金 1,850
受取手形 551
売掛金 2,723
商品及び製品 2,399
仕掛品 430
原材料 1,043
前渡金 461
前払費用 78
関係会社短期貸付金 220
その他 17
貸倒引当金 △30

固定資産 13,730
有形固定資産 980

建物 340
構築物 55
機械及び装置 132
工具、器具及び備品 35
土地 415
その他 2

無形固定資産 35
ソフトウエア 32
その他 2

投資その他の資産 12,713
投資有価証券 537
関係会社株式 11,849
関係会社出資金 210
関係会社貸付金 30
繰延税金資産 32
その他 53

資産合計 23,477

科目 第10期
2019年12月31日現在

負債の部
流動負債 8,895

買掛金 1,780
短期借入金 6,099
未払金 507
未払法人税等 210
預り金 57
賞与引当金 29
売上割戻引当金 38
返品調整引当金 17
その他 153

固定負債 7,424
長期借入金 6,966
長期預り金 209
退職給付引当金 144
その他 103

負債合計 16,319
純資産の部
株主資本 7,151

資本金 461
資本剰余金 2,410

資本準備金 504
その他資本剰余金 1,905

利益剰余金 4,441
その他利益剰余金 4,441

繰越利益剰余金 4,441
自己株式 △162

評価・換算差額等 6
その他有価証券評価差額金 6

純資産合計 7,157
負債純資産合計 23,477
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損益計算書 （単位：百万円）

科目
第10期

2019年 1 月 1 日から
2019年12月31日まで

売上高 13,501
売上原価 8,039

売上総利益 5,462
返品調整引当金戻入 4
返品調整引当金繰入 6
差引売上総利益 5,460

販売費及び一般管理費 4,290
営業利益 1,169

営業外収益 305
受取利息 2
受取配当金 257
受取技術料 42
その他 3

営業外費用 218
支払利息 112
為替差損 11
貸倒引当金繰入額 15
支払手数料 76
その他 3
経常利益 1,256

特別損失 364
関係会社株式評価損 318
減損損失 46
その他 0

税引前当期純利益 891
法人税、住民税及び事業税 280
過年度法人税等 65
法人税等調整額 △20
当期純利益 565
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監査報告

連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2020年２月28日

ＯＡＴアグリオ株式会社
取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐野　明宏 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴木　健夫 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ＯＡＴアグリオ株式会社の2019年１月１日から2019年12月31日までの
連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監
査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示するこ
とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結
計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施するこ
とを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の
判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査
手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計
方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれ
る。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＯＡＴアグリオ
株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に
表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2020年２月28日

ＯＡＴアグリオ株式会社
取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐野　明宏 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴木　健夫 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ＯＡＴアグリオ株式会社の2019年１月１日から2019年12月31日
までの第10期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細
書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当
監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、
これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、平成31年１月１日から令和元年12月31日までの第10期事業年度における取締役の職務の執行について監査い
たしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づ

き整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告
を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び
使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主
要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思
疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
(1)　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の

記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2)　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3)　連結計算書類の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

令和２年２月28日

ＯＡＴアグリオ株式会社　監査等委員会

監査等委員 新 井 乙 平 ㊞
監査等委員 光 井 信 行 ㊞
監査等委員 木 村 　 稔 ㊞

（注）監査等委員　新井乙平、光井信行及び木村稔は、会社法第２条第15号及び同法第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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◆株主優待制度のご案内

　当社では、株主の皆様の日頃のご支援にお応えするとともに、投資魅力を高め、当
社株式をより多くの方に保有いただくことを目的として、株主優待制度を実施してお
ります。
　毎年12月31日現在の当社株式1単元（100株）以上ご所有の株主様に対して下記の
基準により贈呈いたします。

保有株式数 継続保有期間 株主優待内容 実施回数 基準日

100株以上 １年未満 当社グループ製品（1,500円相当） 年1回 毎年12月末日

100株以上 1年以上 当社グループ製品（1,500円相当）
と1,000円のクオカード 年1回 毎年12月末日

（注）�継続保有期間1年以上とは、基準日時点において同一株主番号で1年以上継続して株主名簿に記載または記録され
ていることといたします。

◆贈呈時期 ◆継続保有の条件

対象の株主様につきましては
本通知に同封しております。

クオカード

ご優待商品の発送は4月下旬頃の予定となります。

1 年以上の継続保有の条件を満たしている
2018年 12月 2019年 12月2019年 6月

1 年以上の継続保有の条件を満たしていない
2018年 12月 2019年 12月2019年 6月

42



住
千
北
至

駅
水
ノ
茶
御
新

）
線
田
代
千
（鉄
下
地

袋
池
至

野
上
至

水
ノ
茶
御
至

原
葉
秋
至

）
り
通
堀
外
（

駅
町
路
淡

）
線
内
ノ
丸
（鉄
下
地

駅
田
神

）線
座銀

（鉄
下地

）
口
西
（

駅田
神

座銀
至

）
り
通
郷
本
（

）
線
Ｒ
Ｊ
（

コーヒー

(靖国通り)

至新宿
小川町
交差点

北日本銀行

神田警察署

ミニストップ

四国銀行

地下鉄(新宿線
)

小川町駅

Ｂ6番出口
みずほ銀行

ズ

岡三証券
鎌倉橋交差点神田橋交差点

首都高速道路

城北信用金庫
(出世不動通り)

(西口商店街)

４番
出口

JR

至浜町

(神田
警察
通り
)

武蔵野銀行

ドトール

住友不動産
神田ビル３階

ベルサール神田

）
北
（
口

定時株主総会会場ご案内図

東京都千代田区神田美土代町7
住友不動産神田ビル内　ベルサール神田3階　TEL（03）5281－3053

会場

※駐車場の用意はいたしておりませんので、お車での来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。

交通
小川町駅（新宿線） B6番出口徒歩3分 神田駅（JR線） 北口徒歩7分
新御茶ノ水駅（千代田線） B6番出口徒歩3分 神田駅（銀座線） 4番出口徒歩7分
淡路町駅（丸ノ内線） B6番出口徒歩3分

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。




